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（続紙 ２ ）                          
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 柳氏の博士学位論文は、計量経済学のノンパラメトリック法に関する３つの研究
を行ったものである。それは、計量経済分析で現れるいくつかのモデルの識別、推
定、検定にわたり、統計理論的に、またモンテカルロシミュレーションによりその
妥当性の根拠を示している。 
２章の第１の貢献は、経済データの経済主体間異質性をノンパラメトリックに分
析するための新しいパネルデータ分析手法を開発したことである。パラメトリック
な枠組みの研究は既に数多くなされているが、ノンパラメトリックモデルにおい
て、動学構造の異質性を表現・分析する方法を議論した論文は初めてである。第2の
貢献は、二重漸近理論（double asymptotics）に基づき、推定量の漸近的な性質を
示したことである。特に、逐次漸近論よりも一般的な二重漸近理論に基づく場合、
推定量のバイアスが漸近的に消滅しないことを示している。第3の貢献は、この文脈
において推定量の漸近バイアスを修正する方法としてハーフパネルジャックナイフ
がうまく機能することを示したことで、これは実用上も重要な貢献であると言え
る。 
３章の第1の貢献は、共変量が測定誤差を含む場合には、シャープ回帰不連続デザ
インにおいて平均処置効果が重大な識別バイアスをもつことを示している。具体的
には、実際には処置効果が存在しても、存在しないという誤った結果を得てしまう
ことを示している。これは実証研究に対する影響をもたらす重要な結果であると考
えられる。第2の貢献は、この問題を誤差小分散近似によって緩和する手法を提案し
ていることである。第3の貢献は、提案するノンパラメトリック推定量の漸近的な性
質を導出したことである。経済変数には測定誤差が存在する場合がほとんどである
ことを考慮すると、実証分析への貢献も大きいと評価できる。 
４章の貢献は、内生的な二値説明変数を伴う弱分離的モデルにおける新しいノン
パラメトリック識別手法を開発したことである。内生的な二値説明変数を伴う非加
法的モデルはまだあまり進められておらず、既存方法は厳しい制約を要求する。こ
の章で提案されている手法は、弱分離的モデルの構造関数を識別することを目指
し、観測できない要素の分布に関して非常に緩い制約しか要求しないものである。
また、比較的単純な例を用いて、既存研究と提案した識別手法の条件や結果を比較
している。各識別手法がどのような条件のもとで機能し、違いが生ずるかを調べた
ことは研究が進んでいない当該分野に対する重要な貢献である。 
以上の学術的貢献は高く評価できるものであり、平成27年3月23日に論文内容とそ
れに関連した口頭試問を行った結果、同氏の学位論文を合格と認めた。 
 
 
 
  
